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情意領域

専門職としての態度

評価項目 助言・指導なし 助言・指導（少） 助言・指導（中等度） 助言・指導（多） 常に助言・指導を必要とする

社会人として礼儀および節度あ
る行動

身だしなみ、挨拶、言葉遣い、態
度及び行動が、他の実習生の模範
となりうる。

わずかな指導のもと、身だしなみ
を整え、節度のある言葉遣いや態
度をとることができる。

助言・指導のもと、身だしなみを
整え、節度のある言葉遣いや態度
をとることができる。

その都度助言・指導が必要である
が、理解しようとする姿勢がみら
れる。

理解し改善しようとする姿勢が見
られるが、常に助言・指導が必
要。

日付　　　　．　　．　　．

日付　　　　．　　．　　．

養成校および実習施設の規則を
厳守する

指示された内容を守り規則の意味
を理解し行動できる。医療職とし
ての心得が十分あり、他の実習生
の模範となる。

わずかな助言・指導のもと、医療
職としての心得、規則の遵守がで
きる。

助言・指導のもと、医療職として
の心得、規則の遵守ができる。

規則を守れないことがあるが、助
言・指導のあとは規則を守ること
ができる。

理解し改善しようとする姿勢が見
られるが、常に助言・指導が必
要。

日付　　　　．　　．　　．

日付　　　　．　　．　　．

患者および家族から診療拒否さ
れることなく、良好な関係性を
構築する

個人を尊重した（共感）態度をと
りながら相手の話を聞き入れ、話
しやすい雰囲気作りができる。

わずかな助言・指導のもと、個人
を尊重した態度をとりながら相手
の話を聞き入れ、話しやすい雰囲
気作りができる。

助言・指導のもとであれば、個人
を尊重した態度をとりながら相手
の話を聞き入れ、話しやすい雰囲
気作りができる。

表情が硬く、会話が続かない。そ
の都度助言・指導が必要である
が、改善しようとする姿勢はみら
れる。

理解し改善しようとする姿勢が見
られるが、常に助言・指導が必
要。

日付　　　　．　　．　　．

日付　　　　．　　．　　．



認知領域
理学療法を実施する上で必要な知識を理解しているか

評価項目 助言・指導なし 助言・指導（少） 助言・指導（中等度） 助言・指導（多） 常に助言・指導を必要とする

基礎医学（解剖学・生理学・運
動学　等）

基礎医学の知識が十分にあり、応
用的な話にも対応できる。指導者
とディスカッションし、課題を探
して自己学習ができる。

基礎医学の知識が十分にあるが、
応用的な思考には指導を要する。
指導すれば自己学習して同様の問
題をその後指摘することは少な
い。

基礎医学の知識は平均的であり、
ある程度の指導を要する。一度指
導した問題を何度か指摘する必要
があるが、期間内の成長が見られ
る。

基礎医学の知識が不十分で、多く
の指導を要する。準備不足ではあ
るが、努力し、期間内の成長が見
られる。

実習中に努力しているが、基礎医
学の知識が不十分で、常に指導を
要する。

日付　　　　．　　．　　．

日付　　　　．　　．　　．

臨床医学（神経疾患・整形外科
疾患・呼吸循環器　等）

臨床医学の知識が十分にあり、応
用的な話にも対応できる。指導者
とディスカッションし、課題を探
して自己学習ができる。

臨床医学の知識が十分にあるが、
応用的な思考には指導を要する。
指導すれば自己学習して同様の問
題をその後指摘することは少な
い。

臨床医学の知識は平均的であり、
ある程度の指導を要する。一度指
導した問題を何度か指摘する必要
があるが、期間内の成長が見られ
る。

臨床医学の知識が不十分で、多く
の指導を要する。準備不足ではあ
るが、努力し、期間内の成長が見
られる。

実習中に努力しているが、臨床医
学の知識が不十分で、常に指導を
要する。

日付　　　　．　　．　　．

日付　　　　．　　．　　．

医療・介護保険等　制度に関す
る知識

急性期や回復期、介護保険など特
色が理解できており、病期に応じ
た計画を立てることができる。

わずかな助言・指導があれば、急
性期や回復期、介護保険など特色
が理解できており、病期に応じた
計画を立てることができる。

助言・指導があれば、急性期や回
復期、介護保険など特色が理解で
きており、病期に応じた計画を立
てることができる。

何度助言・指導しても急性期や回
復期、介護保険など特色の理解、
病期に応じた計画が不十分であ
る。しかし、期間内の成長が見ら
れる。

改善しようとする姿勢はみられる
が、急性期や回復期、介護保険な
ど特色の理解、病期に応じた計画
に常に指導を要する。

日付　　　　．　　．　　．

日付　　　　．　　．　　．

臨床思考能力
評価項目 助言・指導なし 助言・指導（少） 助言・指導（中等度） 助言・指導（多） 常に助言・指導を必要とする

問題点抽出

得られた情報の関係性を整理し
て、文章や図など何らかの方法で
論理的に説明でき、適切な問題点
を挙げることができる。

わずかな助言・指導があれば、得
られた情報の関係性を整理して、
文章や図など何らかの方法で論理
的に説明でき、適切な問題点を挙
げることができる。

助言・指導があれば、得られた情
報の関係性を整理して、文章や図
など何らかの方法で論理的に説明
できる。適切な問題点を挙げる必
要性を理解している。

得られた情報の関係性を整理し
て、文章や図など何らかの方法で
論理的に説明したり適切な問題点
を挙げることが困難。多くの助言
や指導でやっとできる。

改善しようとする姿勢はみられる
が、文章や図など何らかの方法で
論理的に説明したり適切な問題点
を挙げることに常に指導を要す
る。

日付　　　　．　　．　　．

日付　　　　．　　．　　．



評価項目 助言・指導なし 助言・指導（少） 助言・指導（中等度） 助言・指導（多） 常に助言・指導を必要とする

対象者の個別性および科学的根
拠に応じた治療目標の設定

対象者の主訴と問題点から個別性
を考えたneedを設定し、多角的な
視点で必要なゴールを設定でき
る。

わずかな助言・指導があれば、対
象者の主訴と問題点から個別性を
考えたneedを設定し、ゴールを設
定することができる。

助言・指導があれば、対象者の主
訴と問題点から個別性を考えた
needを設定し、ゴールを設定する
ことができる。

多くの助言・指導で、対象者の主
訴と問題点から個別性を考えた
needを設定し、ゴールを設定する
ことがやっとできる。

改善しようとする姿勢はみられる
が、個別性を考えたneedを設定や
ゴールを設定することに常に指導
を要する。

日付　　　　．　　．　　．

日付　　　　．　　．　　．

対象者の病態、障害に応じた治
療計画の立案および修正

論文やガイドラインからエビデン
スに基づき対象者の予後や治療適
応を検討し、治療計画を計画でき
る。

わずかな助言・指導があれば、論
文やガイドラインからエビデンス
に基づき対象者の予後や治療適応
を検討し、治療計画を計画でき
る。

助言・指導があれば、論文やガイ
ドラインからエビデンスに基づき
対象者の予後や治療適応を検討
し、治療計画を計画できる。

多くの助言・指導で、論文やガイ
ドラインからエビデンスに基づい
た対象者の予後や治療適応を検討
し、やっと治療計画を計画でき
る。

改善しようとする姿勢はみられる
が、対象者の予後や適応を検討
し、治療計画を計画することに常
に指導を要する。

日付　　　　．　　．　　．

日付　　　　．　　．　　．

診療記録

適切な言葉を用いて、SOAPを意
識した診療記録が記載できる。

わずかな助言・指導があれば、適
切な言葉を用いて、SOAPを意識
した診療記録が記載できる。

助言・指導があれば、適切な言葉
を用いて、SOAPを意識した診療
記録が記載できる。

多くの助言・指導があれば、適切
な言葉を用いて、SOAPを意識し
た診療記録が記載できるが、用語
や言葉の拙劣さがある。

改善しようとする姿勢は見られる
が、SOAPを意識した診療記録を
書くことに常に指導を要する。

日付　　　　．　　．　　．

日付　　　　．　　．　　．



精神運動領域
コミュニケーション

評価項目 助言・指導なし 助言・指導（少） 助言・指導（中等度） 助言・指導（多） 常に助言・指導を必要とする

対象者に対して適切な検査測
定・治療行為の説明

対象者に応じて伝えかたを工夫で
き、はっきりとした口調でわかり
やすく検査・治療行為の説明がで
きる。

わずかな助言のもと、対象者に応
じて伝えかたを工夫でき、わかり
やすく検査・治療の説明ができ
る。

助言・指導のもと、対象者に応じ
て伝えかたを工夫でき、わかりや
すく検査・治療の説明をしようと
している。

多くの助言指導をしても、対象者
に応じて伝えかたの工夫が不十
分、努力はしているが、わかりや
すい検査・治療の説明が困難。

改善しようとする姿勢はみられる
が、常に助言・指導を必要とす
る。

日付　　　　．　　．　　．

日付　　　　．　　．　　．

他職種との情報交換および共有

見学を通じて他職種連携に関心と
理解を示し、理学療法士の専門性
と連携・役割について説明でき
る。

少しの助言・指導のもと、見学を
通じて他職種連携に関心と理解を
示し、理学療法士の専門性と連
携・役割について説明できる。

ある程度の助言・指導のもと、見
学を通じて他職種連携に関心と理
解を示し、理学療法士の専門性と
連携・役割について理解できる。

他職種連携の理解が乏しく、多く
の助言・指導が必要。理解しよう
とする努力は見られる。

改善しようとする姿勢はみられる
が、常に助言・指導を必要とす
る。

日付　　　　．　　．　　．

日付　　　　．　　．　　．

理学療法評価・治療
評価項目 助言・指導なし 助言・指導（少） 助言・指導（中等度） 助言・指導（多） 常に助言・指導を必要とする

信頼性の高い検査測定の実施
(水準Ⅰの項目について)

安全かつ正確に検査を実施するこ
とができ、多くの評価項目で実施
に進むことができる。

わずかな助言で、安全かつ正確に
検査を実施することができ、多く
の評価項目で実施に進むことがで
きる。

助言・指導があれば、安全かつ正
確に検査を実施することができ、
多くの評価項目で実施に進むこと
ができる。

多くの助言や指導があれば安全か
つ正確に検査を実施することがで
きる。

改善しようとする姿勢はみられる
が、安全かつ正確に検査を実施す
るために、常に助言・指導を必要
とする。

日付　　　　．　　．　　．

日付　　　　．　　．　　．

安全・安楽な介助行為の実施
（水準Ⅰの患者について）

安全に対象者を介助することがで
き、項目で実施に進むことができ
る。

わずかな助言・指導を要するが、
安全に介助を実施することがで
き、多くの項目で実施に進むこと
ができる。

助言・指導があれば、安全に介助
を実施することができ、多くの項
目で実施に進むことができる。

多くの助言や指導があれば安全に
介助を実施することができる。

改善しようとする姿勢はみられる
が、安全に介助を実施するため
に、常に助言・指導を必要とす
る。

日付　　　　．　　．　　．

日付　　　　．　　．　　．



総合的評価
評価項目 助言・指導なし 助言・指導（少） 助言・指導（中等度） 助言・指導（多） 常に助言・指導を必要とする

ソーシャルスキル

理学療法の様々な場面で、対象者
との適切な関係構築に努めること
ができる。
チーム内での他職種との関係性お
よび理学療法士の役割について理
解し、適切に対応できる。

少しの助言・指導のもと、一定の
場面で、対象者との適切な関係構
築に努めることができる。
チーム内での他職種との関係性お
よび理学療法士の役割について理
解している。

ある程度の助言・指導のもと、一
定の場面で、対象者との適切な関
係構築に努めることができる。
チーム内での他職種との関係性お
よび理学療法士の役割について理
解している。

その都度助言・指導が必要で、一
定の場面で、対象者との適切な関
係構築に努めることができる。
チーム内での他職種との関係性お
よび理学療法士の役割について理
解している。

改善しようとする姿勢はみられる
が、対象者との関係性構築や他職
種との関係性および理学療法士の
役割について理解する上で、常に
助言・指導を必要とする。

日付　　　　．　　．　　．

日付　　　　．　　．　　．

ポートフォリオ

自己学習、経験症例の記録、関連
図（実習指導者の説明や臨床推論
で学んだ事）など、必要なものが
適切に記録・整理されており、
質・量共に十分な内容である。

自己学習、経験症例の記録、関連
図（実習指導者の説明や臨床推論
で学んだ事）など、必要なものが
適切に記録・整理されており、ま
とまった内容である。

自己学習、経験症例の記録、関連
図（実習指導者の説明や臨床推論
で学んだ事）など、必要なものが
適切に記録・整理されており、ま
とまった内容であるが、質・量ど
ちらかやや不十分である。

自己学習、経験症例の記録、関連
図（実習指導者の説明や臨床推論
で学んだ事）など、必要なものは
挟み込まれているが、整理、記録
の適切さや内容が不十分である。

改善しようとする姿勢は見られる
が、自己学習、経験症例の記録、
関連図（実習指導者の説明や臨床
推論で学んだ事）など、ほとんど
の資料が不十分である。

日付　　　　．　　．　　．

日付　　　　．　　．　　．

チェックリスト
水準Ⅰにおいて「実施」の項目が
多い

水準Ⅰにおいて「実施」の項目が
やや少ない

水準Ⅰにおいて「実施」の項目が
少ない

水準Ⅰにおいて「実施」の項目が
わずかである。

水準Ⅰにおいて「実施」の項目が
無い。

日付　　　　．　　．　　．

日付　　　　．　　．　　．


